
問  

　

岩
手
県
管
理
の
猿
ヶ
石

川
の
河
川
環
境
は
、
悪
化

の
一
途
を
辿
っ
て
い
る
。

　

市
は
ど
う
対
策
を
講
じ

る
の
か
。
再
生
に
臨
む
市

長
の
強
い
決
意
を
伺
う
。

答  

　

川
に
砂
が
大
量
に
堆
積

す
る
と
い
っ
た
状
況
で
あ

る
。
花
巻
遠
野
流
域
協
議

会
で
は
、
河
川
保
持
に
取

り
組
み
、
県
南
広
域
振
興

局
で
は
、
猿
ヶ
石
川
流
域

の
魚
類
等
生
息
調
査
を
実

施
し
て
い
る
。

　

市
は
、
動
植
物
等
が
棲

み
や
す
い
河
川
環
境
の
整

備
促
進
に
向
け
、
国
・
県

に
強
く
要
望
し
て
い
く
。

問  

　

他
県
で
は
、
魚
が
棲
め

な
い
川
と
な
り
、
小
学
生

が
写
生
し
た
絵
の
川
は
真

っ
黒
に
塗
り
潰
さ
れ
て
い

た
と
い
う
例
や
、
年
間

７
千
人
も
い
た
釣
客
が
０

人
に
な
っ
た
例
を
聞
く
。

こ
の
現
状
を
市
は
ど
う
捉

え
、
今
後
ど
う
対
処
し
て

い
く
の
か
。

答  

　

猿
ヶ
石
川
も
そ
の
よ
う

な
現
状
に
あ
り
、
現
実
と

し
て
認
め
る
。
魚
が
棲
ん

で
、
川
で
遊
ぶ
と
い
う
印

象
を
次
の
世
代
に
つ
な
げ

た
い
。
こ
の
こ
と
は
、
河

川
を
甦
ら
せ
る
た
め
の
大

事
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
認

識
す
る
。

問  

　

放
射
能
除
染
工
事
の
進

捗
状
況
は
ど
の
よ
う
に
な

っ
て
い
る
の
か
。

　

ま
た
、
今
後
の
見
通
し

は
。答  

　

公
共
牧
場
２
，
２
１
６

ha
の
う
ち
、
３
６
５
ha
の

除
染
工
事
を
完
了
し
、
今

年
度
末
に
は
４
６
０
ha
の

お
よ
そ
21
％
を
完
了
す
る

計
画
で
あ
る
。
し
か
し
、

残
り
の
１
，
７
５
０
ha
の

う
ち
、
お
お
よ
そ
１
，

３
９
０
ha
に
つ
い
て
は
、

林
間
地
や
急
傾
斜
地
な
ど

工
事
困
難
な
土
地
も
多

く
、
岩
手
県
と
早
急
に
協

議
を
行
い
た
い
。
ま
た
、

農
家
所
有
草
地
は
除
染
申

請
面
積
１
，
６
０
０
ha
の

う
ち
、
５
１
５
ha
を
完
了

し
た
。
こ
れ
か
ら
、
２
７

０
ha
を
行
い
、
７
８
５
ha　

49
％
ほ
ど
を
今
年
度
末
に

完
了
す
る
計
画
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
市
内
に
利
用

可
能
地
域
と
自
粛
指
定
地

域
が
複
雑
に
混
在
し
て
い

る
問
題
も
あ
り
、
岩
手
県

に
牧
草
利
用
自
粛
地
域
を

遠
野
市
全
体
に
改
め
る
よ

う
要
望
活
動
を
行
っ
た
。

結
果
的
に
は
、
寺
沢
周
辺

を
除
く
旧
宮
守
地
区
を
利

用
自
粛
地
域
と
改
め
る
こ

と
は
で
き
な
い
と
回
答
が

あ
っ
た
。
な
お
、
旧
遠
野

市
地
域
は
、
全
農
家
自
粛

対
象
と
改
め
る
か
ど
う
か

に
つ
い
て
は
、
合
理
的
資

料
を
も
っ
て
遠
野
農
林
振

興
セ
ン
タ
ー
と
協
議
の

上
、
県
庁
に
あ
げ
る
こ
と

と
さ
れ
た
。
除
染
の
優
先

順
位
は
、
許
容
値
以
上
の

草
地
か
ら
で
あ
る
が
、
５

年
後
に
は
全
て
の
草
地
が

除
染
完
了
と
な
る
こ
と
を

目
標
と
し
て
除
染
を
進
め

て
い
く
。

問  

　

中
学
校
再
編
後
、
閉
校

と
な
っ
た
旧
学
校
施
設
の

利
活
用
に
係
る
地
区
懇
談

会
は
、
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答  
　

今
年
度
４
月
に
綾
織
、

小
友
、
附
馬
牛
、
土
淵
、

上
郷
の
全
て
の
地
区
に
お

い
て
検
討
組
織
に
対
す
る

活
用
計
画
案
説
明
会
を
実

施
し
た
。
こ
の
説
明
会
で

は
、
地
区
の
意
見
に
基
づ

き
同
意
が
得
ら
れ
た
活
用

策
に
つ
い
て
は
、
改
修
工

事
に
向
け
て
設
計
業
務
の

予
算
化
を
、
同
意
ま
で
至

ら
な
い
が
方
向
性
が
一
致

し
て
い
る
活
用
策
に
つ
い

て
は
具
体
的
な
内
容
の
検

討
を
、
課
題
と
さ
れ
た
活

用
策
に
つ
い
て
は
再
検
討

を
、
地
域
の
皆
様
と
話
し

合
い
を
重
ね
な
が
ら
現
在

に
至
っ
て
い
る
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
進
化
ま
ち
づ
く
り
推
進

状
況
に
つ
い
て

牧
草
地
の
放
射
能

除
染
工
事
の
進
捗
状
況
は

  

一
括
質
問
方
式
（
文
責
本
人
）

菊池 巳喜男 議員
（清風会）

中学校跡地活用問題は
　どうなっているのか

問  「
農
業
生
産
１
０
０
億
円

達
成
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
」
は
伸
び
悩
み
の
状
況

に
あ
る
。
農
家
の
現
状
課

題
に
沿
っ
た
新
た
な
生
産

へ
の
誘
導
や
技
術
指
導
の

体
制
を
強
化
し
、
産
地
化

の
確
立
に
向
け
た
推
進
方

策
を
明
確
に
す
べ
き
で
は

な
い
か
。

答  

　

平
成
22
年
度
か
ら
27
年

度
ま
で
の
計
画
を
重
点

に
、
き
め
細
か
な
生
産
振

興
、
４
人
の
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
配
置
に
よ
る
現
場
主
義

の
徹
底
、
三
者
連
携
に
よ

る
遠
野
牛
の
地
域
一
貫
生

産
体
制
の
確

立
、
畜
産
生

産
拠
点
「
キ

ャ
ト
ル
セ
ン

タ
ー
」
の
建

設
に
着
手
し

た
。し
か
し
、

ア
ス
ト
パ
ワ

ー
ア
ッ
プ
事

業
は
、
活
用

の
ハ
ー
ド
ル

が
高
い
、
使

い
に
く
い
、

フ
ォ
ロ
ー
が

足
り
な
い
等

の
声
が
あ
る
。
今
後
、
農

業
者
の
立
場
に
立
っ
た
支

援
を
し
、
既
に
市
場
で
の

優
位
性
や
売
り
先
が
確
保

で
き
て
い
る
畑
わ
さ
び
の

生
産
を
推
進
す
る
。

問  

　

知
名
度
が
高
い
遠
野
市

長
と
し
て
、
市
場
で
の
Ｐ

Ｒ
に
出
向
い
て
は
ど
う

か
。
農
家
の
励
み
に
も
つ

な
が
る
の
で
は
。

答  

　

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
は
非

常
に
大
事
な
取
り
組
み
だ

と
認
識
し
て
お
り
、
今
後

力
を
入
れ
て
い
く
。

【
そ
の
他
の
質
問
】

●
中
学
校
再
編
成
後
に
お

け
る
遠
野
西
中
学
校
の
検

証
と
そ
の
結
果
へ
の
対
応

に
つ
い
て

猿
ヶ
石
川
環
境
悪
化
に
係
る

再
生
対
策
は

  

一
問
一
答
方
式
（
文
責
本
人
）

多田　 勉 議員
（清風会）

遠野農業の経営安定と
産地化の形成を
どうするのか

除染作業風景（除草剤散布）
砂が堆積した河床

瀬ざっこに喜ぶ子どもたち

25 24とおの議会だより とおの議会だより

市政を問う 市政を問う


